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Cこめんと〕
胃癌症例に対する術前制癌剤動脈内 infusionに関する検討
悪性腫療の根治手術であっても全ての腫虜細胞を宿主より取り去るわけではな
いので postoperative radiationあるいは adjuvantchemotherapyを施行し
て，より完全を期しているのが現状である。 adjuvantchemotherapyは術前，
術中，術後，あるいはそのいずれかに行うことであるが，多くの場合は術後を意
味している。私達は術前，術中あるいは術後に adjuvantchemotherapyを行
っているが，今回は術前投与一一特に動脈内 infusion-ー を受けた胃癌症例の
病理組織像，胃癌細胞の DNA合成I，2，S〉，生存率4)について述べたい。
胃癌症例に対する術前動脈内制癌剤投与は，術前 7日前後に上腹部正中小切開
により右胃大網動脈内に p01yethy1enetubeを挿入固定し大網への動脈分枝を
結熱して行うり。挿入当日より手術前日迄 2"，， 5時間/日，すなわち合計 15"，，25時
聞に亘って薬剤を infusion pumpにより癌組織内に注入する。注入薬剤は 
mitomycin C，vinca a1ka10id，methotrexate， 5-fluorouraci1， cytosine 
arabinosideであり，対象症例の約 70%に対してはこれら薬剤の多剤併用とし， 
30%に対して単剤投与とした。術前動脈内投与により胃腫癌の縮小はなかった。
組織学的変化は， (1) tube尖端の周囲 2"，， 3cmの範囲内では癌細胞の完全壊死
が見られ残存癌細胞は認められない。 (2)さらにその周囲 2"，，3cmの範囲内では 
karyo1 ysis，py knosis，vacuolation等が癌細胞に見られたが，その聞に viable
な癌細胞(術中 tube より 3H-thymidine30μCiを持続注入し microauto-
radiographを作製したところこれらの細胞に si1vergrainが見られた)が残
存3)していた。胃癌細胞の DNA合成の阻害度は術直後の pulselabeling in 
vitro CH-thymidine)により検討した。この場合 infusedarea と薬剤が到達
しないリンパ節の癌細胞の 1abelingindexは，前者は後者の 1/5"，， 1/20であり明
らかに DNA合成の阻害2)が認められた。なお，この場合の infusedareaは上
記の (2)の部分である。上記 (1)の部分の癌細胞の完全壊死は恐らく高濃度の
注入薬剤のために制癌作用が cellcycle stageについては nonspecificに働い
たものと考えられ，その周囲の (2)の部分では薬剤注入時に sensitiveな phase
になかった癌細胞が手術時偶々 DNA合成期に到達したために 1abelされたも
のと考えられる。
術前動脈内 infusion を施行した全症例の生存率を対照症例のそれと較べる
と，術後 2，3年では夫々 Pく0.025，Pく0.1をもって対照群より有意高値を示し
たが， 5年生存率では全く有意差はなかった。さらに全症例中胃撲膜に癌浸潤を
認めた症例の生存率を本法施行群と対照群との間で比較すると， 術後 2，3，4，5 
年の f値より夫々 Pく0.1，Pく0.1，P<Oム P<0.9であり， 本療法は術後 3年
以降は無効りであることが判った。 これらのことより術後長期に亘る adjuvant 
chemotherapyが必要であろう。
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